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Jean一トlonor6　Fra9（）nard［Grasse　l　732－Paris　l806］　　　　　　　　　南フランスの町グラッスに生まれたフラゴナールは、互8匿紀フランスを
Larids（1αρθω∫”～∫！～eρノ7erc／　an（！F／（，cfe　（）fSheep　　　　　　　　　　　代表する画家のひとりである、フラゴナールは最初真塾な静物画で
81111レ臨、S　　　　　　　　　　　名高いシャルダンに、次いで艇の糎かな・コ瑛術をで械するブ
52x73cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一シェに教えを受けた　1752年にはi泣絵画アカデミーのローマ賞
P．200｛｝－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をとり、翌年、ローマ留学準備のためのll疏特待生学校に入学した
｝蝋i撒：i15n。＿br，177，．　k），、、，，，、　Pa，、、，，。、，。，、i、t，　4　in。i　18・1、，1、、、75　（搬はカ・レル・ヴ・ン・・一）／一／やがて175鰍・は・一マ留学を果た
（？）；Pa「is・　Vente　M「ne　D’・1311°veml）「e　18GO・k）t　l！）bis；Camille　Ma「dll（＼Pa「is　　　し、マンチー二宮のフランス・アカデミー（校長はナトワール）を拠点
（son　cachd　est～lppos6　au　dc）s　ckモla　toile，　Lu　git　605a）；Paris，　Vellte［Mar（luis
（「ivW】131　mars　1914，1・t　601　L・uis　Re”ault・　1’aris；（’°1］・Didie「Aar°11＆Cie・　　　　　にこの地で4年の研鐙を積むあいだ、　Illli家のユベール・ロベールや
Bil）ii・91・aphy：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サン・ノン師などをはじめ、在イタリアのさまざまな人々と親交を深め
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ネッィァやナポリに旅行するなど、胸襟を開いた付き合いであった。　　　　は素描作品1点のみで油彩作品は皆無であった。今回の本作品の
　本作品は、フラゴナールがこの第1回イタリア旅行（第2回は1773一　　　購入は、こうした当館の18世紀美術のコレクションの欠落を埋めると
74年）から戻った1761年以降、本格的にパリにおける画家としての地　　　　ともに、一連の近代風景画コレクションをさらに補完することとなった。
歩を確立しようとしていた時期の作品である。やがて1765年には《コ　　　　保存状態はこの時代の作品としてはかなり良好で若干の補彩が、
レスユスとカリロエ》（ルーヴル美術館）によって、アカデミーの準会員　　　空の部分と坂の上にシルエットとして見える人物を中心に、紫外線に
に推挙されることとなるフラゴナールであったが、イタリア風のみなら　　　　よって確認された。　　　　　　　　　　　　　　（高橋明也）
ずフランドル風、オランダ風など、さまざまな画派の影響を見せる作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
を描いているのがこの時期の特徴である。とりわけ20点程が確認さ　　　1）pierre．Rosenbert，・Fragonard　et　le　paysage　dans　le　gotit　hollandais，・
れる一群の風景画は、ほとんど同じ時期に連続して描かれたものと　　　　in　oμc鵡PP」84186・
考えられ、そこには主題や様式1、おいて、、ずれもカスf、リオーネな　2）Jean”Pie「「e　Cuzin・°P・・”・…75・
どのイタリアの画家を彷彿させるものとともに、オランダ風景画、とりわ
けロイスダールの強い影響が伺える。17世紀オランダの風景画や風
俗画は、18世紀後半のパリの絵画収集家の間ではかなりの人気を　　　　　　　　　　　　　一
集め、多くの個人コレクションが形成されていた。フラゴナールが実　　　　Fragonard，　born　in　the　southern　French　town　of　Grasse，　was　one　of
際にオランダに旅行じ（オランダ絵画の影響を受けたという説は・確　｝留累，含盟。離鷺。囎儲盟灘膿a継1嚇
証が無いままにしばしば論議の対象となってきたが、必ずしもオラン　　　Boucher，　a　major　proponent　of　the　vivid　Rococo　painting　style　of　the
ダ旅行によらずともパリにおいて作品に接する機会が十二分にあっ　　　F「ench　cou「t：1n　1752’F「agona「d　was　awa「ded　the　P「ix　de　Rome　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Academle　Royale　des　Beaux－Arts，　and　the　following　year　he
たことは、近年ローザンベールをはじめとする多くの研究者によって　　　entered　L’Ecole　des　61bves　proteg6s（directed　by　Carle　Van　Loo）as
指摘されている。am）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pa「t　of　his　P「ePa「ations　P「io「to　studyin9　in　Rome’　F「agona「d　fina且ly
18世紀フランス絵画の研究者のひとりジャン・ピx一ル・キュザン　惣纏鋼嘘lll黙腰艶瀦1器呈認
は、この時期のフラゴナールに特徴的な趣向を見せる典型的作例と　　　Natoire），　which　was　then　located　in　the　Mancini　Palace．　Durin9　his
L・（・本作とともに・《岩場》（パリ・個人コレクシ・ン）・㈱》（スイス・　翻y濃謄縄鰹謄艦灘盤i盟艦潔謙
個人コレクション）の対作品を挙げている。そのどれもが、画面の四　　　Non．　It　was　the　latter，　Saint－Non，　who　became　Fragonard’s　first
分の三を占める雲の多い空の下、低く取った近景には牛や馬、ある　　　P弓t「on’and　the　youn9’　Painte「enjoyed　the　closest　of「eiationshiPs
いは羊の群れに添景人物を配し、小高い中景は灌木をシルエ。トと　符懸inレN°n・　wh°m　he　acc°mpanied°n」°u「neys　t°Venice　and
して空を背景に浮き立たせてさらに遠くの地平線に繋げていく、とい　　　　The　NMWA　wo「k　dates　f「om　afte「1761・du「ing　the　Pe「iod
った徽を採用L・（’いる．雲間を漏れて降り注ぐ精妙な光の効果は、　鷹1翻，r隠1離灘灘黙謡謡f鴇謝
まさに北方の風景画の直i接の影響を示し、他方、地形や動物、人物　　　when　he　was　tryin9　to　establish　himself　as　a　painter　in　Pa「is．　In　1765，　　　　　1
の風俗的描写は・イタリアの地で学んだ成果であろう・岩場の横の　纏孟ltf謙e課瀦lsa澱灘1膿略le搬謙
急な坂道を下る羊の群れと羊飼いの一行を描いたこの作品におい　　　Fragonard’s　workS　of　this　period　are　not　only　ltalianate　in　style，　they
ては、光の効果はとりわけ目ざましく、画面中央の黒々とした大きな岩　　　also「eflect　the　i？fluence　of　othe「styles　he　was’then　exPosed　to’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　such　as　the　Flemish　style　and　the　Dutch　style．　A　group　of　some　20
の量偲に対して手前の一群に当てられた明るい光線の輝かしさは、　　　landscape　works　which　can　be　confirmed　from　this　period　are
この絵にタイナミックなバロック的対照の妙をもたらしている。全体とし　　　thought　to　have　been　Painted　in　succession　du「in9　the　same　time
’（N最もオランダ風の表現に近づきながらも、キュザンの言葉を借りれ　躍i潔1畿翻i雅罐器，蕊1鑑dll：踏躍
ば「ロイスダールとカス朔リオーネの巧みな総合」註2）が成された、こ　　　with　a　noticeably　strong　influence　by　Ruysdael．
の時期の風景画の典型的な一作といD・（良・・作品であろう・　w島：翻轟：｝雛瓢1盟織a苫謝畠濫。臨
　しかしまた、オランダ風景画の巨匠とフラゴナールを隔てる決定的　　　　genre　paintings，　and　there　were　a　large　number　of　private　collections
な要素もまた、この画面には指摘される。それは素早いスケッチ風　　　of　such　wo「ks　fo「med　du「in9　this　time　Pe「iod°The　theo「y　that
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fragonard　actualiy　traveled　to　Holland　and　there　studied　Dutch
の筆致と色彩の明るさである。こののちフラゴナールは次第に風景　　　　painting　has　surfaced　and　is　debated　frequently，　though　with　no
画を離れ、よりロココ風の主題で人物画や主題画を描くようになって　　　P「oof　o「evidence　of　such　a　jou「ney・But　even　without　a　t「iP　to
いく綱時。・《サン・クルーの宴》（1773年以前、パリ、フランス国立　鼎a黙ll£ll「躍u鵬膿ll鑑灘欝1罵鵬
銀行）、《ランブイエの島》（1775年頃、リスボン、グルベンキアン財団）　　　Pierre　Rosenber9　and　other　scholars・　i）
などで添景人物を配した夢幻的な繊の独自の風景画（？）を結実　q。誌翻1管蹴、1蹴1雅瓢謙1：1儲£U畿
させていく。それらの画面では、ロイスダールに学んだ劇的で精緻　　　　L　’A　breuvoir（Switzerland，　private　collection），　as　representative　of　this
な光の効果と画面構成を本質的構成原理としつつも、柔らかく輝か　　　Pe「iod’s　cha「acte「istics’　A　cloudy　sky　takes　uP　314　of　each　of　these
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　canvases，　and　there　are　cattle　and　horses，　or　sheep　and　figures　on
しい色彩の輝きと軽やかな筆の走りが純粋に18世紀の美的な世界　　　　the　low　foreground　area　in　each　work．　A　small　hillock　forms　the
を形作o（いるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　middle　9「ound・　with　a　sh「ub　o「bush「isin9　f「om　it　to　be　silhouetted
いずれにせよ、フラゴナールの芸術の発展の中で本作品の置か　19翻儲ll9器舗誰藩綴離撒狸潔
れた位置は明白である。1980年に大規模な「フラゴナール展」を開　　　　clouds　Produces　exquisite　lightin9　effectS，　and　indeed　such　elementS
催した西洋美術館であるカXこれまで所蔵していたこの画家の作品　灘綴穰轟謡il講翻fl翻，朧器£鵠犠
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gem-e-selting depiction of the figures a]l speiik of Fragonard's
training in Italy.
  ']"he NMWA work, with its flock and single shel)iiercl descending a
rocky outc'rol)ping along a steep patl), makes use of spectauular
lighting cit'f(,uts. '11ie tuassive I)lauk rock tl)at rises from II)e middie of
the con)position contrasts with the I)right rays of ]ight striking tl)e
grotip in the foreground, gix,'ing this work a s{/inse of dynatnic
Baroquci gusto. WI)il(b overal] it is (luite (-]ose to Dutcl) styles of
expr('ssion, to parapl)ras(i (""zin, in this work Fragot)ard aut)i(ivcis "a
s〉t'ntl)esis of [〈u〉,'sdael and ('astigliot)e,"LiJ and this painting cari be
c{msidercid on(' of tti(/' typiuai lanclscap{., works fron) tl)is period of
Fragonard's (k}ui,,re.
  Furtlier, this work also reiv'eals th{.} dcicisivc elemcints which
(listai)(.'{/} I:ragonar(/l froEn tl}e Dutc:li Iandsctap{,) gr(/}ats; simply statecl,
thc)y are th(.} painting's light sketch-like brushstrokes and the vivi([i
palette. Ov(r his ensuing career, Fragonard would gradually
distancc himself from Iandscape painting, and turn to more Rococo
themes such as figure paintings or genre scenes. He did succeed,
however, in developing his own unique compositions with figures
set in visionary Iandscapes, as seen in his R?te a Saint-Cloud (before
1773, Paris, Banque de France) and his R}te a Rambouil/et (ca.1775,
Lisbon, Gulbenkian Foundation). These compositions continue the
basic principles of composition and the dramatic, yet subtle,
lighting effects learned from Ruysdael, but their s()ftly shining colors
and their lightjy applied brushstrokes resonate with a purely 18th
century aesthetic.
  In any event, the position of the NMWA in Fragonard's oeuvre is
evident. In the large-scale exhibition devoted to Fragonard held at
the NMWA in 1980, there were as yet no oil paintings by Fragonard
in the NMWA collection, in(ieed tlie artist was represented in the
collection by only onc drawing. The ptirchase of this landscape thus
fills a gap in the NMWA's cotlection of 18th century arts, while also
further fleshing out the museum's collection of landscape paintings.
  In terms of the condition of the work, this painting is in quite
good condition for a painting of this period. There is a slight bit of
later brushwork, as can be confirrned by ultraviolet ray
examination, rnainly in the sky and in the area where the figure is
silhouetted on the top of the hi[1.
                                         (Akiya Takahashi)
Notes
I) Pierre Rosenberg, "Fragonard et le paysage dans le gofit
  hollandais," in op.ciL, pp.184-l86.
2) Jean-Pierre Cuzin, op.cit., p.75.
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